
 

 

 

 
 

 

 

【地域分科会からの報告事項】 

・中地域分科会【区振興課】                   P.1 

・南地域分科会【南行政センター】                P.31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月７日開催 

中央区協議会 

（代表会） 

令和８年度 第２回中央区協議会

（代表会） 

会議資料② 



 



中地域分科会における意見・要望等（令和８年７月） 

件名 
富塚地区コミュニティ協議会からの要望に対する

回答について（空き家対策） 
開催月 令和８年６月 

内容 

〇背景 

高齢化によるものと思われる「管理不全の空き家等」が年々増加傾向にある。ま

た、住民の連帯感の希薄化とともに地域コミュニティの維持にも支障が生じてい

る。 

そのため、富塚地区コミュニティ協議会では「空き家等」を地域課題として取り

上げ、浜松市および他都市の事例を調査するとともに住民のニーズ調査を行い、地

域で可能な「空き家等対策」を計画することとした。 

 

〇要望内容 

１「管理不全の空き家等」に関する情報の共有および市への対応依頼について 

（１）対応の迅速化を図るため、市の管理する所有者情報(氏名・住所・連絡方法)

を当該自治会等への共有を要望 

（２）市への対応依頼事項について、経過・結果を当該自治会等に文書での回答を

要望 

 

２中長期的な空き家対策に係る取り組みの推進について 

（１）富塚地区を市の「空き家等」対策のモデル地区に設定し、取組の推進を図る

ことを要望 

（２）富塚地区内の自治会加入世帯を対象とした「空き家等」に関する住民意識・

要望の調査費用の全額補助を要望 

（３）「空き家等」の適正な管理に関する「空き家等管理条例」の制定を要望 

 

所管 市民生活課 

回答 

(方針等) 

１「管理不全の空き家等」に関する情報の共有および市への対応依頼について 

（１）空き家の所有者情報の外部提供は、国土交通省が定めたガイドラインにより、

所有者に対し情報の利用目的、提供先及び提供する内容を明示したうえで所

有者(共有の場合は全員)の同意を得ることが条件とされている。現状、同意

を得ることは困難なため、情報共有は考えていない。 

（２）経過や結果など、市の対応状況についても空き家の所有者情報に該当するた

め、情報共有は考えていない。 
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２中長期的な空き家対策に係る取り組みの推進について 

（１）本市では、中期的な空き家対策の取り組みとして、第２次浜松市空家等対策

計画に基づき全市域を対策範囲として推進しているため、特定地域をモデル

指定とする制度は設けていない。管理不全の空き家については、住民から通

報を受け、個々に現地及び所有者調査を行い、判明した対象者に空き家の適

正管理を求めている。今後も地域の実情を理解している皆様や関係団体から

の情報提供等ご協力いただき、管理不全な空き家対策に取り組んでいく。 

（２）本市の空き家対策については、第２次浜松市空家等対策計画に基づき、全市

域を対象に適正管理を促す指導に力点を置いて取り組んでいる。特定地域の

空き家に関する住民意識等の調査は、全市域の空き家問題の直接的な解決に

は結び付きにくいため、個々の調査に対する助成制度は設けていない。 

（３）空き家の適正な管理は、空家対策事業を進捗するうえで重要な課題であるが、

現行法の「空家等対策の推進に関する特別措置法」で実効性のある対策を講

じられるものと考えているため、現行法を最大限に活用しながら、空家対策

事業の進捗を図っていく。 

なお、令和５年の改正により、管理不全空家の所有者に対し指導や勧告が

可能となったこと、指導、勧告、命令及び代執行の手続きが明確に定められ

ていること、勧告を受けた管理不全空家は固定資産税の住宅用地特例が解除

されるといった税制上の措置が連動している。 
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令和８年 2 月 25 日 

中央区協議会（中地域分科会） 

会⾧ 鈴木 義明 様 

富塚地区コミュニティ協議会 会⾧ 井口隆夫 

富塚地区の空き家対策に関する要望について 

（趣旨） 

当地区は昭和４０年頃から開発された団地が区域及び住民の大半を占めているた

め、ここ十数年来「高齢化」によるものと思われる「管理不全の空家等」が年々

増加傾向にある（別紙 1 参照）。同時に、住民の連帯感の希薄化とともに地域コミ

ュニティの維持にも支障が生じている。 

   このため、当コミュニティ協議会では「空家等」を地域課題として取り上げ、

浜松市および他都市の事例を調査するとともに住民のニーズ調査を行い、地域で

可能な「空家等対策」を計画する事とした。 

 

（「空家等」の地域課題） 

  「空家等」の地域に対する課題は以下のとおりである。 

   ①「管理不全の空家等」による日常の課題 

    ＊地域生活への影響    

・草や樹木の越境被害、猫等動物の住みつき、ハチの営巣   

・景観の悪化 

・不特定者の侵入による火災や犯罪の誘発の恐れ 

・草木による交通支障 

・倒壊の恐れ 

＊自然災害による近隣への影響 

・老朽化した雨戸・瓦等設備の飛散    

②「空家等」の中⾧期の課題 

＊住民の減少・高齢化による自治会をはじめとするコミュニティのへの影響 

・日常生活及び防災・防犯活動等に対する近助（近隣の助け合い）意識の

希薄化 

・自治組織の担い手（地域伝統合行事の維持を含む）不足   

＊当地域は各自治会区域が広く、区域に集会所等が一カ所のみで且つ地域の

中心に無い為、特に高齢者・子育て世代等及び児童等の利用には施設が不

足している。 

【令和8年2月25日開催】
中央区協議会（中地域分科会）資料
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（地域課題への取り組みの現状） 

  ①「管理不全の空家等」による日常の課題に対して 

   自治会等では「空家等」の所有者把握は困難である。このため課題発生の都度

市（区振興課及び関係課等）へ通知し所有者特定・連絡及び対応を依頼してい

るが依頼事項についての所有者への通知内容や所有者の対応状況等についての

具体的な回答が無いため、対応に遅れが生じている。所有者が判明すれば自治

会等による速やかな対応も可能である。 

 

②中⾧期の課題に対して 

   地域コミュニティの維持発展には住民の連帯が必要である。疎遠になっていた

住民が日常的に寄り合える集会所として「空家等」を借上げて「地域コミュニ

ティ維持の為の施設として有効利用」することを構想している。しかし当地区

ではこれまで「空家等」に関する住民の意識および地域コミュニティに対する

考え・要望の調査を実施したことが無く、住民のニーズを十分把握していると

は言えない。 

 

（要望内容） 

①「管理不全の空家等」に関する情報の共有および市への対応依頼ついて 

1．対応の迅速化を図るため市の管理する所有者情報の共有を要望する。 

 所有者から情報提供の同意を得られた場合、所有者の氏名・住所・連絡方法

を当該自治会へ共有し速やかな解決を図る。 

 

2．市への対応依頼事項について、経過・結果を当該自治会等に文書で回答する

ことを要望する。依頼事項の提出も今後は文書でおこなう。 

 

 ②中⾧期的な空き家等の対策に係る取り組みの推進について 

1．富塚地区を市の「空き家等」対策のモデル地区に設定する事を要望する。 

「空き家等」の課題は、市全地域に共通するものであり、市と各地域が協働

して解決に取り組む必要がある。当地区が構想する「地域コミュニティ施設

としての借上げ」も同様である。 

 このため、当地区をモデル地区に設定し、取り組みの推進を図るよう要望

するものである。 
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   2．「空家等」に関する住民意識・要望の調査費用の全額補助を要望する。 

構想の計画立案には「空家等」に対する住民側の意識等の把握が必要だ

が、自治体による調査は例がないため標記の調査が必要である。このため

地区内自治会加入世帯を対象として意識調査を実施する為にかかる費用

（別紙 2 参照）の全額補助を要望する。 

 

3．「空家等管理条例」の制定を要望する。 

「空家等」が所有者により適正に管理されていれば地域への影響は少ない。 

予想されている「空家等」の増加を見据えて「空家等」の適正な管理に関す

る「空家等管理条例」の制定が必要である。 
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（中地域分科会）地域課題に係る報告（令和８年７月） 

件名 地域における多文化共生について 開催月 令和８年６月 

内容 

〇背景又は取り上げた理由 

４月の中地域分科会にて、南部協働センターから「まぜこぜまるシェ」開催事業

の報告があった。 

この事業は、外国にルーツをもつ児童の多くいる地域で互いに接点を持つための

きっかけづくりを目的としており、委員からの関心が高かったため、会長からの提

案により議題とした。 

 

〇内容 

 国際課による出前講座「多文化共生のまちづくり」の説明を受けて、質疑応答や

委員間による意見交換を行った。 

 

所管 国際課 

質問 

・ 

意見 

・ 

回答 

委員からの主な質問・意見等 回答 

１ 災害時には自治会を中心に援助し情

報を発信していくこととなる。そうし

た場合に備え、外国の方に自治会の大

切さをアピールしてほしい。 

１ ホームページやパンフレット等で自

治会を紹介している。自治会に入るこ

とで、地域の方とのつながりも増え、

単身の外国人など不安を抱えている方

もコミュニケーションが取れることに

より、生活の安心感が得られるため周

知していきたい。 

２ 地域に外国人がいるか分からず、外

国語のごみカレンダーなどを渡せない

ことがある。また、日本人も外国人の

ことを理解できておらず、コミュニケ

ーションが一方通行になっている。そ

のため、風習の違いなどを覚え、外国

の方と上手に付き合っていきたいと思

っている。 

２ ＜意見＞ 

地域課題－中 

< 13 >



３ 言葉の問題であれば、多文化共生セ

ンターを利用することは可能か。 

３ 可能である。ブラジル以外の国籍で

も、通訳者が必要であれば連絡いただ

きたい。最近はスマートフォンで簡単

に翻訳ができ、また、やさしい日本語

などシンプルな言葉で話すことで誤訳

も少なくなる。日常のコミュニケ―シ

ョンだけでなく、緊急時にも使用でき

ると思う。 

４ 家の中に日本人がいる家庭と、外国

人のみの家庭では日本語の理解に差が

ある。外国人のみで生活している方へ

のケアに重きを置いていただくと、こ

の問題も少しずつ前に進んでいくと思

う。 

４ ＜意見＞ 

５ 地域の空き家にベトナム人実習生が

来ることがあり、最初はごみ出しの対

応に困っていたが、派遣元に指導をお

願いすることで問題を解決できた。ル

ールが分からないだけということが多

いと思う。 

５ ＜意見＞ 
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（南地域分科会）地域課題に係る報告（令和８年７月） 

件名 馬込川水門の工事実施状況について 開催月 令和８年６月 

内容 

〇背景又は取り上げた理由 

浜松市沿岸域の津波対策の整備が一部残る馬込川河口部は、津波被害軽減のため

令和３年から水門整備工事が実施されている。令和４年度には南区協議会委員の希

望者による現場視察を実施した。 

毎年度、県による工事の進捗状況について説明を実施している。 

 

〇内容 

令和９年度内での完成が近いため、工事の整備状況について、静岡県浜松土木事

務所沿岸整備課から説明いただいた。 

 

所管 静岡県浜松土木事務所 沿岸整備課 

質問 

・ 

意見 

・ 

回答 

委員からの主な質問・意見等 回答 

１ 何度か見学に行ったことがある。企

業の協力による防潮堤の整備を含め、

ここまでの災害を防ぐ大工事を進めて

いただいたことに感謝申し上げたい。 

１ ＜意見＞ 

２ 昨年、見学会に参加した際、工事関

係者より「自信をもって建設している」

との話があった。実際に津波が発生し

た時に、正常に機能することを願って

いる。 

２ ＜意見＞ 

３ 来年度に水門が完成するが、地域の

中には関心が低い人もいる。そのよう

な方々に向けて、大きくＰＲする場を

設けてほしい。 

３ 来年度、完成式典等を計画していく。

また、完成後に地域の方々に見学いた

だく機会を検討していく。 

 

 

 

 

地域課題－南 
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（南地域分科会）地域課題に係る報告（令和８年７月） 

件名 南地域の賑わい創出（地域力向上）について 開催月 令和８年６月 

内容 

〇背景又は取り上げた理由 

南地域は地域力向上事業として、「南地域オータムフェスタ」や「ビーチコート利

用促進事業」などを実施している。 

南地域の人口減少が進んで行く中、本地域の更なる活性化を図る地域力向上事業

について委員間で意見交換をしたいと考え、会長からの提案により議題とした。 

 

〇内容 

南地域内の自然や施設等の地域資源を活用した新規事業のきっかけになるアイデ

アについて、グループワークによる意見交換を行った。 

  

所管 南行政センター 

質問 

・ 

意見 

・ 

回答 

委員からの主な質問・意見等 回答 

１ 「南地域オータムフェスタ」の内容

を変えても良いのではないか。 

以前、町内で開催していた盆踊り大

会を加えれば、これまでの来場者と異

なる方々にも参加いただけるのではな

いか。 

１ ＜意見＞ 

２ 個々で開催しているイベントを点と

し、それらを南地域全体に線のように

繋げていきたい。 

各地域で開催されているウォーキン

グやジョギングのイベントを広く周知

し、展開していくのが良い。 

２ ＜意見＞ 

３ 幼稚園やお店がないなど人が集まる

拠点がない地域でも、住民が連携して

イベントなどを行っている。 

  南地域の中でも地域差はあるが、地

域課題は当該地域住民がどのような知

恵を出し合い、取り組んでいるかが重

要だ。 

３ ＜意見＞ 

地域課題－南 
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４ 馬込川水門の整備や豊臣秀吉ゆかり

の頭陀寺の紹介など、地域資源をもっ

と周知、活用したらどうか。 

また、地域住民がイベントを知らな

いなどの課題があるため、地域分科会

委員の所属団体へも周知することも一

つの方法ではないか。 

４ ＜意見＞ 

５ 河輪地区には幼稚園がなくなった

が、力を入れるべきは就学前のこども

たちではないか。 

地域のこどもたちは地域で育てるこ

とが大事であり、地域が主体となって、

こどもたちとともに南地域を盛り上げ

ていくのが良いのではないか。 

５ ＜意見＞ 
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